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平
成
二
十
七
年
に
高
野
山
ご
開
創
一
二
〇
〇
年
記
念
大

法
会
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
中
国
、
青
龍
寺

し
ょ
う
り
ゅ
う
じ

並
び
に

赤
岸
鎮

せ
き
が
ん
ち
ん

（
空
海
紀
年
堂
）
を
参
拝
し
報
恩
法
要
を
行
い
、
合

わ
せ
て
、
高
野
山
ご
開
創
の
元
と
な
っ
た
「
三
鈷
杵

さ
ん
こ
し
ょ

」
を

投
擲

と
う
て
き

さ
れ
た
明
州
（
寧
波

ね
い
は

）
の
浜
で
、
投
擲
之
地
報
恩
法
要

を
本
山
、
高
野
山
真
言
宗
で
計
画
し
、 

 

参
拝
団
総
勢
約
百
人
、
九
月
二
十
六
日
よ
り
三
十
日
ま

で
五
日
間 

 

中
国
へ
出
張
す
る
予
定
で
し
た
が
、
中
国
国

内
の
信
じ
が
た
い
反
日
デ
モ
の
為
中
国
訪
問
を
延
期
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

 
 

予
定
法
要
は
、 

九
月
二
十
七
日 

西
安
市
・
青
龍
寺
「
空
海

が
恵
果
阿
闍
梨
か
ら
密
教
を
伝
授
さ
れ

た
」
に
て
法
要
。 

二
十
八
日 

福
州
市
・
霞
浦
「
空
海
紀
念

堂
・
祭
海
亭
」
に
て
法
要
。 

二
十
九
日 

寧
波
市
・
明
州
の
浜
に
て
法

要
、
で
し
た
。 

 
 

再
度
計
画
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
が
改
め
て
報
告
の
機
会

が
あ
る
と
信
じ
ま
す
。 

   
 
 

 
 
 

  

真
言
は
不
思
議
な
り
、 

 
 
 
 
  
 

観
誦
す
れ
ば
無
明
を
除
く
。 

  
 
 
 

●
●
●
真
言
は
不
思
議
な
力
を
有
し
、 

 
 
 
 
 
 
 

一
心
に
観
じ
て
唱
え
れ
ば
苦
悩
の
闇
を
除
く 

 
 
 
 

 
 

こ
れ
は
空
海
が
「
般
若
心
経
」
を
詳
細
に
解
読
し
た
「
般
若
心
経
秘

鍵
」
の
一
節
で
す
。 

 
 

こ
こ
で
い
う
真
言
と
は
、
心
経
の
最
後
の
「
ギ
ャ
ー
テ
ー 

ギ
ャ
ー

テ
ー 

ハ
ー
ラ
ー
ギ
ャ
ー
テ
ー 

ハ
ラ
ソ
ウ
ギ
ャ
ー
テ
ー 

ボ
ー
ジ
ー
ソ

ワ
カ
」
と
い
う
一
節
を
さ
し
て
い
ま
す
。 

 
 

ひ
た
す
ら
こ
れ
を
唱
え
れ
ば
心
の
闇
が
除
か
れ
、
悟
り
の
扉
が
ひ
ら

く
と
い
う
心
経
の
核
心
部
分
と
な
る
呪
文
で
す
。 

 
 

古
来
よ
り
神
秘
の
力
が
宿
る
秘
密
の
こ
と
ば
、
聖
な
る
語
句
と
し

て
、
そ
の
意
味
を
説
く
こ
と
は
禁
じ
ら
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。 

 
 

空
海
は
一
句
ご
と
に
説
明
を
試
み
た
う
え
で
、
「
真
言
は
一
字
に
数

限
り
な
い
真
理
を
含
む
」
と
し
、
「
真
の
意
味
は
ど
ん
な
に
長
い
時
間

を
か
け
て
も
説
明
し
尽
く
す
こ
と
は
困
難
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。 

 
 

真
言
は
口
で
唱
え
、
声
の
響
き
と
な
る
こ
と
で
神
秘
の
力
を
発
揮
し

ま
す
。 

 
 

  

中
国
の
報
恩
法
要
は
延
期

中
国
の
報
恩
法
要
は
延
期

中
国
の
報
恩
法
要
は
延
期   

   

空 

海 

の 

言 

葉

空 

海 

の 

言 

葉 
 

 
 

シ
リ
ー
ズ 

シ
リ
ー
ズ 

  

…………弘法大師の入唐・帰国の足跡 

      大  事
だい  じ

 

  大事な品物、大事な用件、大

事な人と日常くちにする。大

事、又は一大事とは、さまざま

の仏が人々を救済するために

世に出現することをいう。

我々の立場からは、出現した

仏に出逢うこと、仏道に志す

こと、修行して悟りを開くこ

と、自らの生き方を発見する

こと、何が自分にとって一番

大切なことであるかを見出す

こと、自分の一生をそれにか

けてよいということに出逢う

こと、これが本来の大事であ

る。 

２００４年１１月８日撮影 
 

  寿楽院の庭でシンボルだった赤松が枯れてしまい、

今はもう見ることが出来なくなってしまいました。 

 

仏
教
が
生
ん
だ
日
本
語 


